
も
修
復
・
維
持
管
理
を
計
画
的

に
実
施
し
、
学
習
教
材
や
観
光

資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

博
物
館
に
お
い
て
は
、
収
蔵

資
料
の
保
存
管
理
を
は
じ
め
、

各
種
展
示
会
の
ほ
か
、
町
民
や

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
講
座

や
教
室
な
ど
の
開
催
を
通
し
て
、

歴
史
や
文
化
に
関
す
る
情
報
の

発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
館
に
お
い
て
は
、
豊

か
な
自
然
環
境
を
後
世
へ
遺
す

こ
と
を
目
的
に
、
多
く
の
皆
様

が
島
の
貴
重
な
自
然
環
境
に
つ

い
て
知
り
、
学
べ
る
機
会
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
史
編
集
に
お
い
て
は
、
編

集
計
画
に
基
づ
き
調
査
及
び
資

料
の
収
集
を
行
い
、
次
巻
の
刊

行
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
町
発
注
の
公
共
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
元
企
業
の
受
注
機

会
の
確
保
及
び
育
成
並
び
に
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
元
企
業
で
対
応
で
き
る
も
の

は
地
元
企
業
へ
の
優
先
発
注
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
県

発
注
工
事
に
つ
い
て
も
同
様
な

取
り
組
み
を
行
う
よ
う
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
生
活
や
福
祉
の
向
上

及
び
産
業
振
興
の
基
盤
と
な

る
町
道
、
農
業
基
盤
及
び
漁
港

の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
大

原
ビ
ー
チ
線
、
宇
江
城
城
址
線

の
道
路
整
備
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。
新
規
路
線
の
比
嘉

６
号
線
は
、
本
年
度
よ
り
測
量

及
び
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
災
害
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
久
米
島
縦
断
線
及

び
比
嘉
３
号
線
の
危
険
箇
所
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
橋
梁
に

つ
い
て
は
、
３
橋
の
補
修
工
事

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

清
水
地
区
の
水
質
保
全
対
策
事

業
は
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
謝
名
堂
地
区
排
水

路
の
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
対

策
及
び
山
城
地
区
の
法
面
崩
落

対
策
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
儀

間
漁
港
海
岸
の
防
砂
柵
調
査
業

務
完
了
後
、
設
置
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
各
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
や

損
傷
度
な
ど
を
把
握
し
な
が
ら

状
況
に
応
じ
て
修
繕
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

次
世
代
産
業
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
県
が
推
進
す
る
海

の
恵
み
を
利
用
し
た
持
続
可
能

な
社
会
経
済
開
発
で
あ
る
「
ブ

ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
を
先
導
す

る
地
域
と
し
て
、
島
の
資
源
で

あ
る
海
洋
深
層
水
を
活
用
し
た

新
た
な
産
業
創
出
の
展
開
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
取
り
ま
と
め
た
久
米
島

海
洋
深
層
水
活
用
全
体
計
画
を

基
に
、
海
洋
深
層
水
を
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
や
、
食

糧
や
水
の
生
産
に
複
合
的
に
活

用
す
る
持
続
可
能
な
島
嶼
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
「
久
米
島
モ
デ
ル
」

実
現
に
向
け
、
深
層
水
取
水
施

設
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
12
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
（
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
結

国
会
議
）
で
合
意
さ
れ
た
地

球
温
暖
化
対
策
の
一
つ
に

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
世
界
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
現
在

の
３
倍
ま
で
に
拡
大
す
る
こ

と
」、
及
び
「
化
石
燃
料
か
ら

の
脱
却
を
加
速
す
る
こ
と
」
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

本
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
拡
大
の
取
り
組
み
と

し
て
、
民
間
活
力
に
よ
る
海
洋

温
度
差
発
電
の
実
用
化
に
向
け

た
実
証
事
業
や
、
公
共
施
設
及

び
一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
等
の
設
置
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
個
人
や
法
人
等
に
電

気
自
動
車
や
家
庭
用
充
放
電
設

備
の
導
入
費
用
に
つ
い
て
一
部

補
助
を
行
い
、
町
内
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

複
雑
・
多
様
化
す
る
災
害
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
職
員
、

団
員
を
消
防
学
校
等
の
研
修
に

派
遣
し
消
防
業
務
の
知
識
及
び

技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
各
種
災
害

へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
第
５

類
に
移
行
し
通
常
体
制
と
な
り

ま
し
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
救

急
出
動
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
引
き
続
き
質
の
高
い
救
急

医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
訓
練
や
病
院
実

習
等
の
講
習
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
応
急
手
当
の
普
及
活
動

に
お
い
て
も
、
町
民
及
び
事
業

所
な
ど
へ
の
普
及
啓
発
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

火
災
発
生
件
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
住
宅
火
災
の

予
防
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
と
連
携
を

深
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

維
持
管
理
の
啓
発
に
努
め
、
火

災
予
防
広
報
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

次
世
代
産
業
の
誘
致

公
共
事
業
の
取
り
組
み

消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
及
び
推
進
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